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最新事例：ITインフラソリューション 株式会社三越伊勢丹システム・ソリューションズ

分析ニーズの多様化に対応するため、DB基盤の刷新を計画
　国内最大の百貨店グループであり、海外も含め58店舗を構える三越伊勢丹グループ。
三越伊勢丹システム・ソリューションズは、同グループのIT機能会社としてデジタルトラン
スフォーメーション（DX）をけん引している。
　デジタル戦略に重点投資する三越伊勢丹グループの方針を受け、同社は2017年下
期から「DWHリプレースプロジェクト」の検討に入った。三越伊勢丹の従業員など延べ
8000人が日々利用する「MD情報分析システム」と「顧客情報分析システム」のDB基盤
を、従来のDWH専用機から汎用性・発展性に優れるOracle Exadata Database 
Machineに刷新する。狙いは、新しい分析ニーズに応え、マーケティングや機械学習な
どのツール/サービスと連携を強化しながら、コストを削減することだ。

アプリケーションの改修に難航するも予定通り完了
　同社は2018年2月、DWHリプレースプロジェクトを始動した。DB基盤をリプレース
する際の前提条件は、アプリケーションの機能とパフォーマンスを従来通りに維持する
ことである。
　しかし、従来のDWH専用機とOracle Exadataの構造・仕様に関する違いが想定
以上にあり、アプリケーションに含まれるDBアクセス部分のコンバージョンやパフォーマ
ンスチューニングの難度が非常に高かった。この課題に対し、三越伊勢丹システム・ソ
リューションズと日鉄ソリューションズ（以下、NSSOL）はともに粘り強く対処を重ね、パ
フォーマンスチューニングにおいてはNSSOLのOracleスペシャリストが支援するなどし
て困難を乗り越え、当初の計画通り2018年11月に新システムを稼働させた。

発展性のあるDB基盤が完成、運用コストは30％削減
　三越伊勢丹システム・ソリューションズは、新しいMD情報分析システムと顧客情報
分析システムで従来通りの機能・性能を実現しつつ、DB基盤の運用コストを30％削減
した。また、DB基盤を汎用性・発展性の高いOracle Exadataに入れ替えたことで、
幅広いツールやサービスと容易に連携できるようになり、多様なデータ活用ニーズに応
えるための環境を整えた。
　同社は今後、NSSOL、日本オラクルと協力しながら、DWH専用機をOrac le 
Exadataにリプレースするソリューションを提供する計画だ。DWHリプレースプロジェク
トで得た貴重な知見の蓄積を活用し、同様のリプレースやOracle Exadataへのシステ
ム集約を検討しているグループ外の企業を支援していく。

　「三越伊勢丹グループでは、お客様
との関係をさらに深めるために様々な
デジタル戦略へ重点投資する一方、既
存の業務システムではコストダウンに
取り組んでいます。今回のプロジェク
トは、この両方を目指しました」とエン
ジニアリング統括部システム開発部長
の田村泰治氏は説明する。
　DB基盤をOracle Exadataに入れ
替える理由は、汎用性と将来の発展性
にあった。エンジニアリング統括部シ
ステム開発部BI・DWHグループ長の
吉田大氏は次のように語る。「従来の
DWH専用機に大きな不満はありませ
んでした。しかし、その製品ロードマッ
プが示す進化の方向は、三越伊勢丹グ
ループのDX構想と異なっていました。
新しいツールやサービスとDB基盤を
タイムリーに組み合わせ、今までにな
いデータ活用にいろいろとチャレンジ
したかったのですが、それを可能にす
る道筋がDWH専用機のロードマップ
からは読み取れなかったのです」
　DB基盤の運用コストにも将来の課
題があった。「新しい分析のために、例
えば大量の非定型データを取り込もう
とすると、以前のDWH専用機ではデー
タサイズ当たりのコストがかなり高く
なってしまい、手を出しにくい状況で
した」とエンジニアリング統括部シス
テム開発部BI・DWHグループチーフ
リーダーの町田直子氏は付け加える。
　新しいデータ活用に対応できるDB
基盤として、同社はOracle Exadata
を選んだ。田村氏は「以前実施した
PoC（概念実証）によって、Orac l e 
ExadataがMD情報分析システムや
顧客情報分析システムのアプリ構造と
親和性が高い製品であることは分かっ
ていたので、従来のDWH専用機のサ

ポート切れを機に導入を決めました。
NSSOLをITパートナーに選んだのも、
Oracle製品に強いからです」と語る。

想定外の困難を粘り強く克服し
リプレースのノウハウを蓄積

　プロジェクトチームは周到な準備を
してリプレースに臨んだ。「製品の非
互換に対するコンバージョンについて
は事前に主要なパターンを実施し、適
切な手順をマニュアル化していまし
た。そのかいがあり、オンライン機能
のコンバージョン作業は順調に進捗し
ました。本番相当データを使ったテス
トも実施し、十分なパフォーマンスを
確認しています」と田村氏は話す。
　しかし、バッチ機能のコンバージョ
ン作業は、一筋縄ではいかなかった。

「結合テストで不具合とパフォーマン
ス不足が五月雨で発生し、難航しまし
た。2カ月半の間、新旧DWH基盤を並

行稼働させ、両者で同じ処理を実行し
てデータが合致するかの検証を繰り
返し、何とかリリースまでに問題を収
束できました。NSSOLは粘り強く最
後までやり切ってくれたことに加え、
NSSOLのOracleスペシャリストがパ
フォーマンスチューニングを支援して
くれて性能不足も解消できました」と
町田氏は振り返る。
　今回の成果について吉田氏は「ユー
ザーに以前と変わらぬシステムを提供
しながら、DB基盤の運用コストを30％
削減できました。また、様々なツール
やサービスとの連携が容易になり、こ
れから新しいことにトライアルする際、
スピード感を持って取り組めるように
なると期待しています」と語る。
　田村氏は「プロジェクトを通して蓄
積した知見を生かし、当社はグループ
外のお客様にもOracle Exadataへの
DB移行ソリューションを展開する計
画です。その技術支援などについて、
今後ともNSSOLとの協力関係を続け
ていきたい」と期待を寄せる。

顧客との関係強化とコスト削減を目指し
分析システムのデータベース基盤を刷新
DWH専用機をOracle Exadataにリプレース
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■データ分析基盤のシステム構成

株式会社三越伊勢丹システム・ソリューションズ
本社：東京都中央区晴海1-8-12
設立：1968年
資本金：9000万円（2018年3月31日現在）
売上高：160億4000万円（2018年3月期）
従業員数：348名（2018年12月現在）
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ソリューション背景 成果
予定通りに移行プロジェクトを完了。
Oracle Exadataにリプレースしたこと
で、システム運用コストを30％削減する
とともに、新しいデータ活用施策にタイ
ムリーにトライアルしていけるDB基盤
を整備した。

DB基盤として導入していたDWH専用
機をOracle Exadataにリプレースし、
関連アプリをOracle Exadata向けに
コンバージョンした。DB構造・仕様の
違いにより想定外の問題が多数発生
したが、粘り強く解決していった。

グループで推進するデジタル戦略のも
と、新しいデータ活用に挑戦しながら、
既存システムのコスト削減を目指してい
る。この一環として、分析系システムの
核となるデータベース（DB）基盤の刷新
を計画した。

■コアテクノロジー
トップクラスのOracleデータベース活用ノウハウ

■システム概要
●サーバー：Oracle Exadata Database Machine
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